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※当選者の発表は、引換券の発送を
　もってかえさせていただきます。

読者コーナー

読ん
で当
てよ
う

次の○○に入る文字を、それぞれお答えください。問題

さくら  クイズ

※個人情報の取り扱いについて：お寄せいただいた個人情報は賞品の発送にのみ使用させていただき、
　この目的以外に使用することは一切ありません。

３月号の答えは、①ママスクエア と ②家庭 でした。　　24通（正解者24人）の応募の中から、当選者にはプレゼントを送付しました。前回の答え

◎日常生活に役立つ、盛りだくさんな情報が網羅されて、毎回楽しみに拝見しています。今回も、お手軽レシピ有り難
く、参考にさせていただきます。（68歳男性）◎「祝成人式」、おめでとうございます。今後、社会人の一員として頑張っ
て下さい。（60歳女性）◎今月の料理、「鮭のきのこみぞれあん」をさっそく作ってみました。おいしくできました。（72
歳女性）◎「子育て」と「仕事」の両立が叶う、ママスクエア小城店が出来てうれしいです。こんな会社や企業が、今後も
たくさんできればいいなと思います。（20歳女性）

1 「危険空き家等除却補助金」は、危険度の○○順から
費用の一部を予算の範囲内で補助するものです。

2 ヒント
カタカナ

■応募方法：はがきまたはＥメールに、クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号・希望するプレゼント名と、
　　　　　　「読者のひとこと」を必ず添えて、５月10日（金）（当日必着）までに、ご応募ください。（１世帯につき１通）

・・・・・

特集からの問題です。

小城市と多久市が共同で建設・運営するごみ処理
施設の正式名称は「○○○○○○天山」です。

18ページからの問題です。

【応募先】 〒845－8511（小城市役所専用の郵便番号）小城市 総務課 秘書広報係
　　　　 《Eメール》kouhou@city.ogi. lg.jp

今後特集してほしい
ことなどありましたら
「読者のひとこと」 に
お書きください！

※当選者には、賞品引換券をお送
　りしますので、引換場所でお受
　け取りください。

引換場所 ： 小城市役所
　　　　　総務課の窓口

★羊羹（125グラム×２箱）

★芦刈味のり
　（ごま風味塩味）
５名様

５名様

国保年金課（西館１階）　☎37・6101
税務課　　（西館１階）　☎37・6103

申問

2得知っ

国国国保保保！！！国保！
国保税の納め方は？

国保税は世帯ごとにまとめて世帯

主が納めます。世帯主が国保に加

入していなくても、同一世帯に国保

加入者がいれば世帯主が納税義務

者（擬制世帯主）になります。

算定する際、年度途中で７５歳になる人は、後期高齢者医療保険料と重複にならないように、７５歳

になる前月までで国保税を算出し、年間の納期に振り分けています。６５歳になる人の介護分も同

様に、６５歳になる前月までで介護分を算出し、年間の納期に振り分けています。

国保税（年額）の計算方法国保税（年額）の計算方法

４０歳未満の人

４０歳以上６５歳未満の人

６５歳以上７５歳未満の人

①医療分と②後期高齢者支援金分を納めます。

①医療分、②後期高齢者支援金分、③介護分を合わせて納めます。

①医療分と②後期高齢者支援金分は国保税として納め、介護保険

　料は年金から差し引かれるなどして別に納めます。

加入者の年齢によって納める保険税の内容が違います。

国保税ってどうやって計算するの？

１年間の国保税額は、下記表の①～③の合計額です。

※所得割標準額とは、平成３０年中（平成３０年１月１日～１２月３１日）の総所得金額などから３３万円を引いた金額です。

※市ホームページに国保税額の試算をするための計算シートを掲載しています。

①医療分

　（０歳～７４歳の人）
29,000円／人 36,000円／世帯 610,000円

②後期高齢者支援金分

　（０歳～７４歳の人）
7,300円／人 8,400円／世帯 190,000円

③介護分

　（４０歳～６４歳の人）
7,400円／人 4,200円／世帯 160,000円

賦課限度額
平等割額

（１世帯あたり）

均等割額

（１人あたり）

所得割標準額 × 10.4％

所得割標準額 × 2.8％

所得割標準額 × 2.3％

所得割額

（所得のある被保険者ごと）
区分

（平成３１（２０１９）年度時点）
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　先日、男女共同参画ネットワーク主催の「パパ
と子どものクッキング」の見学に伺いました。
　講師は、お父さんと中学３年生男子の親子で、
参加者も、お父さんとその子どもたち。
　メニューは、サンマ缶の炊き込みご飯、グリル
チキンのホワイトマスタードソースなど５品でし
た。
　レシピ説明と実演後、親子でのクッキングをみ
んな楽しんでいました。
　模造紙に手順、時間が書いてあり、次に取り組
むことが一目で確認できるので、子どもたちは、
食器の準備や片づけを自発的に行っていました。
段取り力は日々の暮らしで育まれるのかもしれま
せん。
　「見える化」と「共有」、強要せずに主導権をわ
たすことの大切さを感じる一日となりました。

　このような経験を通して、多くの子どもたちが
お手伝いできるようになれば素敵だと思います。
　新たな環境にチャレンジする皆さん、家事の「見
える化」と「共有」で新生活の負担もシェアして
みませんか。
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〔問い合わせ〕
 y.sakamoto@support-cen.net
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